
第２１回

関東ブロック自然保護担当者交流集会報告

期 日 10 月 15 日(土)～16 日(日) １泊２日

場 所 秩父「民宿・長瀞荘」

参加者 28 名 宿泊・日帰り参加者込み

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
内
で
の
自
然
保
護

担
当
者
交
流
集
会
が
、
長
瀞
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
埼
玉
県
連
が
主
管
で
も
あ
り

県
連
理
事
会
を
中
心
に
各
加
盟
団
体

に
参
加
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

十
五
日
当
日
、
朝
早
く
よ
り
会
場

の
準
備
を
進
め
、
昼
頃
か
ら
各
県
連
担
当
者
が
到
着
。

予
定
通
り
午
後
一
時
三
十
分
に
開
会
。
埼
玉
県
連
を
代
表
し
て
武
笠
理
事
長
よ
り
主
催
者
挨
拶
、

そ
し
て
全

国
連
盟
自
然
保
護
委
員
長

浦
添
嘉

徳
氏
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
特
別

講
演
に
秩
父
ア
ル
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員

で
も
あ
り
、
秩
父
環
境
を
考
え
る
会

や
埼
玉
県
生
態
系
保
護
協
会
会
員
の

野
口
皖
永(
ｱ
ｷ
ﾉ
ﾘ
)

氏
よ
り
「
武
甲
山

と
秩
父
の
歴
史
と
自
然
保
護
」
を
テ

ー
マ
に
、
ス
ラ
イ
ド
を
利
用
し
秩
父

や
武
甲
山
の
地
質
か
ら
生
態
系
に
い

た
る
ま
で
も
の
詳
細
な
講
演
と
説
明

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
の
後
は
休
憩
も
は
さ
み
、
各

県
連
か
ら
の
自
然
保
護
活
動
や
震
災

支
援
活
動
の
報
告
等
で
集
会
を
終
え

ま
し
た
。

集
会
が
終
る
と
入
浴
タ
イ
ム
、
そ

し
て
楽
し
い
夕
食
と
交
流
会
…
。

夕
食
・
交
流
会
は
屋
根
の
あ
る
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
会
場
に
移
り
、
ワ
イ
ワ
イ

言
い
な
が
ら
、
自
分
達
で
肉
や
野
菜

を
焼
き
な
が
ら
の
夕
食
。

食
事
も
一
段
落
し
た
７
時
頃
に
は
ス

テ
ー
ジ
に
「
秩
父
屋
台
囃
子
」
の
グ

ル
ー
プ
が
登
場
。
闇
夜
を
背
景
に
十

二
月
三
日
の
「
秩
父
夜
祭
り
」
を
彷

彿
と
さ
せ
る
太
鼓
演
奏
を
披
露
。
そ

の
演
出
に
は
感

激
し
ま
し
た
。

参
加
者
ば
か
り

か
長
瀞
荘
を
利

用
す
る
他
の
グ

ル
ー
プ
も
加
わ

り
、
最
後
に
は

秩
父
音
頭
を
皆

で
輪
に
な
っ

て
踊
る
等
、

交
流
会
場
は

大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し

た
。
興
味
深

く
見
て
い
た

外
国
の
若
い

留
学
生
も
踊
り
の
輪
に
加
わ
り
、
国

際
親
善
に
も
役
立
ち
ま
し
た
。

日
帰
り
組
は
こ
こ
で
退
散
。
そ
の

後
は
宿
泊
棟
に
移
り
、
夜
遅
く
ま
で

交
流
は
続
い
た
よ
う
で
す
。
（
加
納
）

十
月
十
六
日

武
甲
山
登
山

前
日
の
長
瀞
荘
で
の
講
演
会
・
各

県
連
の
取
組
発
表
・
懇
親
会
に
引
き

続
い
て
、
本
日
は
石
灰
岩
の
採
掘
が

進
み
そ
の
山
容
が
変
り
二
〇
〇
名
山

の
一
つ
で
あ
る
武
甲
山
を
登
る
日
で
、

天
気
が
心
配
で
あ
っ
た
が
何
と
か
雨

は
上
が
っ
た
。

地
元
の
秩
父
ア
ル
ペ
ン
ク
ラ
ブ
二

名
の
方
の
案
内
で
表
参
道
コ
ー
ス
の

基
点
で
あ
る
一
の
鳥
居
駐
車
場
で
集

合
し
九
時
二
〇
分
に
一
九
名
が
出
発

し
た
。
埼
玉
県
連
以
外
の
県
連
の
方

に
は
初
め
て
登
頂
さ
れ
る
方
も
お
ら

れ
た
。
こ
の
コ
ー
ス
は
頂
上
ま
で
約
二
時

間
の
歩
程
で
一
の
鳥
居
を
一
丁
目
、

頂
上
の
御
嶽
神
社
を
五
二
丁
目
と
し

て
登
山
道
の
各
所
に
丁
目
石
が
置
か

れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

林
道
を
登
っ
て
い
く
と
マ
ス
釣
り

場
が
あ
り
、
現
在
こ
こ
で
チ
チ
ブ
イ

ワ
ナ
を
保
存
し
て
い
る
会
が
あ
る
と

の
説
明
が
あ
っ
た
。

一
五
丁
目
か
ら
は
林
道
も
終
わ
り

本
格
的
な
登
山
道
と
な
り
暫
く
す
る

と
中
間
点
の
杉
の
大
木
が
あ
る
広
場

に
出
た
。
こ
の
辺
り
か
ら
頂
上
ま
で

は
ほ
と
ん
ど
杉
林
で
そ
の
下
の
林
床

は
下
草
を
刈
っ
た
よ
う
に
綺
麗
で
遠

く
ま
で
見
渡
す
こ
と
が
出
来
る
。
数

年
前
は
こ
ん
な
光
景
で
な
か
っ
た
が

こ
れ
は
鹿
が
増
え
す
ぎ
て
下
草
を
食

べ
た
後
で
、
残
っ
て
い
る
の
は
ト
リ

カ
ブ
ト
等
の
毒
草
だ
そ
う
で
す
。

山
頂
直
下
に
は
御
嶽
神
社
が
あ
り

そ
の
前
に
五
二
丁
目
石
が
あ
っ
た
。

そ
の
神
社
の
裏
手
に
抜
け
る
と
展
望

台
が
あ
り
金
網
で
囲
ま
れ
た
眼
下
に

は
、
秩
父
市
内
が
一
望
で
き
る
が
直

ぐ
下
に
は
雪
の
よ
う
に
白
い
石
灰
岩

の
採
掘
場
が
広
が
り
異
様
な
雰
囲
気

で
あ
っ
た
。

こ
の
武
甲
山
の
採
掘
は
今
か
ら
九

五
年
前
の
一
九
一
六
年
に
開
始
さ
れ
、

一
九
七
二
年
に
一
三
三
六
ｍ
で
あ
っ

た
山
頂
が
現
在
は
一
二
九
五
ｍ
と
な

り
こ
の
三
九
年
間
に
四
一
ｍ
も
低
く

な
り
ま
し
た
。

採
掘
後
の
武
甲
山
を
緑
化
す
る
活

動
も
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
ど
う

再
生
さ
せ
た
ら
よ
い
か
が
問
わ
れ
て

い
ま
す
。
「
開
発
と
自
然
破
壊
」
は

常
に
大
き
な
テ
ー
マ
で
す
。

御
嶽
神
社
前
の
広
場
で
昼
食
し
、

登
り
と
同
じ
ル
ー
ト
を
下
山
。

一
の
鳥
居
前
で
参
加
者
全
員
が
記
念

写
真
を
撮
り
、
秩
父
駅
で
解
散
し
ま

し
た
。

（
新
座

杉
江
）


